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正し
い知識

で確実な防除を…

AGRI INFORMATION

あ
ぐ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

5〜6月の作業
ながみね

う  

め

今
月
は
、
主
力
品
種
の
「
南
高
」
の
収
穫

時
期
に
な
り
ま
す
、
連
日
の
収
穫
作
業
で
疲

労
の
蓄
積
に
よ
る
農
業
事
故
が
増
加
し
ま
す

の
で
気
を
付
け
て
作
業
を
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
気
温
、
湿
度
共
に
高
い
日
が
続
き
ま
す

の
で
熱
中
症
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

●
収
穫

収
穫
に
際
し
て
は
、
適
熟
果
実
の
収
穫
を

行
っ
て
下
さ
い
。
南
高
の
未
熟
果
実
は
苦
み

成
分
が
多
く
、
加
工
品
の
品
質
低
下
さ
せ
る

た
め
、
果
実
表
面
の
白
い
産
毛
（
毛
じ
）
が

抜
け
果
面
に
ツ
ヤ
が
出
て
、
果
実
全
体
的
に

丸
み
を
帯
び
た
も
の
が
収
穫
適
期
に
な
り
ま

す
。着

果
位
置
に
よ
り
果
実
熟
度
の
進
行
が
違

う
た
め
分
割
収
穫
を
行
っ
て
下
さ
い
。

理
落
果
を
助
長
す
る
た
め
適
宜
芽
か
き
や
摘

芯
を
行
っ
て
下
さ
い
。

◆
か
ぶ
さ
り
枝
の
除
去

着
花
枝
に
か
ぶ
さ
る
枝
は
、
光
合
成
不
足

を
引
き
起
こ
し
、
生
理
落
果
を
助
長
す
る
た

め
、
か
ぶ
さ
り
枝
を
除
去
し
日
照
量
を
確
保

し
て
下
さ
い
。

◆
葉
面
散
布

新
梢
の
自
己
摘
心
終
了
後
か
ら
緑
化
ま
で

の
間
、
微
量
要
素
の
入
っ
た
窒
素
系
の
葉
面

散
布
剤
を
数
回
散
布
し
、
緑
化
を
早
め
生
理

落
果
を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
接
木
後
の
管
理

高
接
樹
は
大
部
分
の
枝
や
葉
を
除
去
す
る

た
め
、
地

下
部
の
根

も
比
例
し

て
減
少
し

ま
す
。

力
枝
は
、

接
木
後
初

期
の
新
梢

や
新
根
の

発
生
に
必

要
な
同
化

養
分
を
補

給
す
る
効

果
が
あ
る

た
め
、
力

枝
に
着
果

し
た
果
実

は
早
め
に

摘
果
し
て

下
さ
い
。

日
焼
け

防
止
に
つ

い
て
は
、

ま
た
、
青
梅
の
収
穫
時
期
は
梅
雨
時
期
と

も
重
な
る
た
め
、
雨
天
時
に
収
穫
す
る
場
合

は
ス
レ
果
、
ニ
エ
果
の
発
生
を
抑
え
る
た
め

収
穫
後
は
完
全
に
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
選
別
、

選
果
を
行
っ
て
下
さ
い
。

晴
天
時
に
収
穫
す
る
場
合
は
収
穫
し
た
果

実
の
日
焼
け
を
防
止
す
る
た
め
日
陰
や
シ
ー

ト
等
で
覆
い
を
行
っ
て
下
さ
い
。

●
す
す
斑
病

収
穫
が
遅
く
な
る
園
で
は
、
発
病
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
ス
コ
ア
顆
粒
水
和
剤
３
０
０
０

倍
を
収
穫
前
日
数
及
び
使
用
回
数
に
注
意
し

て
散
布
し
て
下
さ
い
。

●
施
肥

収
穫
後
の
樹
勢
を
回
復
さ
せ
、
翌
年
の
花

芽
分
化
に
備
え
る
た
め
10
ａ
当
た
り
な
が
み

ね
粒
状
配
合
２
号
を
７
袋
も
し
く
は
千
代
田

化
成
５
４
９
を
３
袋
施
用
し
て
下
さ
い
。

●
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

近
年
、
発
生
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
自
園
地
を
良
く
見
回
り
発
見
次
第
最
寄
り

の
農
協
に
至
急
連
絡
し
て
下
さ
い
。

紀
美
野
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー　
　

浦　

健
士

み
か
ん

本
年
は
表
年
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
着
花

量
が
や
や
多
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

園
地
や
地
域
に
よ
り
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
園
地
に
応
じ
た
管
理
を
適
切
に
行
っ

て
下
さ
い
。

●
着
果
対
策
（
生
理
落
果
防
止
）

◆
芽
か
き
・
摘
芯

徒
長
枝
に
な
り
そ
う
な
上
向
き
の
強
い
新

梢
や
花
と
養
分
競
合
を
起
こ
す
新
梢
は
、
生

ホ
ワ
イ
ト
ン
パ
ウ
ダ
ー
の
二
～
三
倍
を
塗
布

し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
地
上
部
の
回
復
を
助
け
る
た
め
、

発
芽
後
は
定
期
的
に
チ
ッ
素
系
の
葉
面
散
布

剤
を
散
布
し
、
エ
カ
キ
ム
シ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ

の
防
除
に
努
め
て
下
さ
い
。

し
も
つ
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー　

吉
田　

侑
生

か  

き

六
月
は
摘
果
や
は
く
皮
な
ど
の
作
業
が
忙

し
い
時
期
と
な
り
ま
す
の
で
作
業
は
計
画
的

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
摘
果

今
月
は
大
玉
生
産
に
向
け
て
、
摘
果
を
中

心
に
作
業
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
摘
果
す
る
果

実
は
奇
形
果
や
傷
果
、
遅
れ
花
（
２
番
花
）

を
優
先
的
に
除
去
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
生

理
落
果
の
多
い
樹
で
は
着
果
不
足
と
な
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
、
果
実
の
落
と
し
す
ぎ
に
注

意
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
は
く
皮
処
理

刀
根
早
生
で
は
早
期
出
荷
を
目
的
と
し
て
、

環
状
は
く
皮
処
理
、
マ
ル
チ
の
敷
設
、
摘
葉

処
理
の
３
点
セ
ッ
ト
が
効
果
的
で
す
。

環
状
は
く
皮
処
理
の
方
法
と
し
て
は
、
開

花
後
３
０
日
か
ら
４
０
日
頃
、
２
～
４
年
生

の
側
枝
に
処
理
枝
の
直
径
以
上
の
幅
で
樹
皮

を
切
り
取
り
、
添
え
竹
や
枝
つ
り
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
環
状
は
く
皮
の
他
に
簡
易

枝
は
く
皮
処
理
が
あ
り
、
こ
の
は
く
皮
は
専

用
の
は
く
皮
ハ
サ
ミ
を
用
い
て
行
い
ま
す
。

従
来
の
添
え
竹
を
使
用
し
た
は
く
皮
に
比
べ

処
理
時
間
が
極
端
に
短
く
、
労
力
軽
減
と
な

り
ま
す
。

対象病害虫 薬剤名 倍数 収穫前日数 年間使用回数 備考

カイヨウ病
ＩＣボルドー66Ｄ
＋　クレフノン

80倍 － －
自己摘心終了後

200倍 － －
クプロシールドF 1,000倍 － － 通常防除に混用可

灰色カビ病
ベルクート水和剤

又は
ストロビードライフロアブル

2,000倍 前日 3回

2,000倍 14日 3回

カイガラムシ類 モベントフロアブル 2,000倍 7日 3回 ヤノネカイガラムシに

訪花昆虫 エクシレルＳＥ 5,000倍 前日 3回
ケムシには
ロディー乳剤
2000倍が効果的
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AGRI INFORMATION  ［5～6月の作業］

山  

椒

６
月
に
な
る
と
生
山
椒
の
収
穫
も
終
了
し
、

果
実
肥
大
期
か
ら
新
梢
伸
長
期
へ
と
移
行
し

ま
す
。
山
椒
の
新
梢
伸
長
期
は
萌
芽
期
か
ら

始
ま
る
が
、
果
実
肥
大
期
に
は
あ
ま
り
伸
び

ず
、
７
月
、
８
月
で
再
び
伸
び
始
め
ま
す
。

こ
の
時
期
に
い
か
に
充
実
し
た
枝
を
つ
く
る

か
で
翌
年
の
展
葉
や
開
花
、
結
実
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。

●
防
除

６
月
上
旬
の
防
除
は
生
山
椒
収
穫
終
了
後

す
ぐ
に
行
な
っ
て
下
さ
い
。

６
月
下
旬
の
防
除
は
収
穫
前
日
数
に
注
意

し
、
防
除
を
行
な
っ
て
下
さ
い
。

薬
剤
散
布
時
の
ド
リ
フ
ト
（
他
の
樹
へ
の

飛
散
）
や
散
布
機
器
の
洗
浄
等
に
注
意
し
て

防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

海
南
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー　
　

上
森　

悠
平

は
タ
チ
ガ
レ
ン
液
剤
（
播
種
時
及
び
発
芽
後   

５
０
０
倍　

１
箱
当
り
５
０
０
ｍ
ｌ
／
２

回
）
を
散
布
し
て
下
さ
い
。

●
代
か
き

代
か
き
を
し
て
す
ぐ
に
田
植
え
を
す
る
と
、

根
の
活
着
や
根
張
り
が
悪
く
な
り
、
根
腐
れ

や
除
草
剤
の
薬
害
が
出
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
代
か
き
と
田
植
え
は
３
、
４
日
間

程
あ
け
て
下
さ
い
。

●
除
草
剤

代
か
き
時
の
除
草
剤
と
し
て
ヒ
エ
の
多
い

圃
場
で
は
、
ユ
ニ
ハ
ー
ブ
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
植

代
後
～
田
植
え
７
日
前　

５
０
０
ｍ
ｌ
/
１

０
ａ
）（
１
回
）
を
散
布
し
て
下
さ
い
。

海
南
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー　
　

田
中　

昌
隆

水  

稲

５
月
は
播
種
～
育
苗
～
田
植
え
と
作
業
が

続
き
ま
す
。

●
育
苗

太
陽
シ
ー
ト
で
育
苗
す
る
場
合
は
、
苗
が

８
セ
ン
チ
～
１
０
セ
ン
チ
の
大
き
さ
に
な
っ

た
時
が
太
陽
シ
ー
ト
を
め
く
る
目
安
と
な

り
ま
す
。
日
中
の
日
差

し
の
強
い
時
間
帯
を
避

け
、
夕
方
に
め
く
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
太
陽
シ
ー
ト
の
両

側
を
お
さ
え
る
時
は
板

な
ど
で
全
面
を
お
さ
え

て
し
ま
う
と
酸
欠
や
焼

け
の
原
因
と
な
る
た
め
、

土
の
う
等
で
１
メ
ー
ト

ル
間
隔
程
度
に
あ
け
て

お
さ
え
る
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

潅
水
は
、
午
前
中
と

昼
す
ぎ
に
、
床
全
体
に

水
が
し
み
わ
た
る
よ
う

タ
ッ
プ
リ
と
や
り
、
夕

方
の
潅
水
は
、
軟
弱
徒

長
に
な
る
た
め
、
控
え

て
下
さ
い
。
ま
た
、
潅

水
の
際
は
、
ホ
ー
ス
内

に
残
っ
た
水
が
熱
湯
に

な
っ
て
い
る
事
が
あ
る

の
で
、
水
が
冷
た
く
な

る
の
を
確
認
し
て
か
ら

潅
水
し
て
下
さ
い
。
苗

立
枯
病
が
発
生
し
た
時

処
理
方
法
は
、
木
質
部
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
、
側
枝
に
１
㎝
～
２
㎝
の
幅

で
３
本
傷
を
つ
け
ま
す
。
使
用
し
た
側
枝
は
、

２
年
目
に
は
従
来
の
環
状
は
く
皮
処
理
を
行

い
、
冬
期
の
剪
定
で
除
去
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
は
く
皮
処
理
の
注
意
点
と
し
て
は
樹
勢

の
低
下
を
防
ぐ
た
め
処
理
す
る
枝
は
全
体
の

３
割
程
度
に
留
め
、
樹
勢
の
弱
い
樹
へ
の
処

理
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

紀
美
野
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー　

坪
井　

雅
弘

た
ね
な
し
柿

時期 対象病害虫名 使用薬剤名 倍数
使用基準

収穫前日数 回数

5月下旬～
6月上旬

落葉病・灰色かび病
うどんこ病・炭そ病 オンリーワンフロアブル 2,000倍 前日 3回

アザミウマ類
カンザワハダニ コテツフロアブル 2,000倍 14日 2回

※ハマキムシ類・カキノヘタムシガ発生園ではサムコルフロアブル5,000倍（前日/3回）を散布する。

6月中下旬
落葉病・炭そ病 ジマンダイセン水和剤 600倍 45日 2回
カキクダアザミウマ
チャノキイロアザミウマ コルト顆粒水和剤 2,000倍 前日 3回

※果実黒変果軽減のため、バイカルティ1,000倍（落花後から/3回）を散布する

富
有
柿

5月下旬

炭そ病・落葉病
灰色かび病・すす点病 ベルクート水和剤 1,000倍 14日 3回

ハマキムシ類 サムコルフロアブル10 5,000倍 前日 3回

カキノヘタムシガ
カイガラムシ類 モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍 前日 3回

6月中旬
（幼果期）

炭そ病・落葉病・
うどんこ病 キノンドー顆粒水和剤 1,000倍 14日 5回

チャノキイロアザミウマ
カイガラムシ類 コルト顆粒水和剤 2,000倍 前日 3回

※果実黒変果軽減のため、バイカルティ1,000倍（落花後から/3回）を散布する。

◦防除時期　乾燥山椒　収穫前14日（6月下旬）
病害虫名 使用薬剤名 倍数 収穫前日数 年間使用回数
チャノキイロ
アザミウマ

モスピラン顆粒
水溶剤 4,000倍 7日 1回以内

さび病 ストロビードライフ
ロアブル 2,000倍 14日 2回以内

◦防除時期　生山椒　収穫後すぐ（6月上旬）
病害虫名 使用薬剤名 倍数 収穫前日数 年間使用回数
チャイキイロ
アザミウマ コテツフロアブル 4,000倍 7日 2回以内

ミカンハダニ アタックオイル 150倍 5〜10月 −

さび病 ストロビード
ライフロアブル 2,000倍 14日 2回以内

◦施肥例

肥料名
施肥量/10ａ

元　肥 第1回穂肥 第2回穂肥

例１(20㎏)
エムコート５２２

早生用(15-12-12) 3袋

※中生・晩生はエムコート５２２中生・晩生用を使用

例２(15㎏)
エムコート４８９
早生用(24-8-9) 3袋

※中生・晩生はエムコート４８９中生・晩生用を使用

例３

燐加安４４号
(14-17-13) 2袋

太閤
(12-4-12) 1袋 1袋
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営農相談員・農機担当者紹介
 

各
セ
ン
タ
ー
の
営
農
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

 
私
た
ち
に
、ご
相
談
く
だ
さ
い
！

 

各
地
区
の

 

農
機
事
業
所
担
当
者

   

を
紹
介
し
ま
す
。

 

農
機
の
こ
と
な
ら
、

　  

お
任
せ
く
だ
さ
い
！

□ 

紀
美
野
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
４
９
５

－

２
３
３
１

□ 

野
上
サ
ブ
セ
ン
タ
ー 

☎
４
８
９

－

２
０
１
５

□ 

海
南
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
４
８
７

－

１
９
３
５

□ 

し
も
つ
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
４
９
２

－

１
４
１
３

お問合せ先

□ 

住
所　

和
歌
山
県
海
南
市

　
　
　
　

 

小
野
田
１
６
３
３

－

１

□ 

電
話　

☎
４
８
５

－

２
４
１
５

□ 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

４
８
７

－

２
３
１
９

お問合せ先

土
つち

橋
はし

  孝
たか

至
し

［☎090－2598－0688］

森
もり

脇
わき

  康
やす

夫
お

［☎080-3118-1068］

浦
うら

　健
たけ

士
し

［☎080－2480－1562］
坪
つぼ

井
い

  雅
まさ

弘
ひろ

［☎090－2102－6907］

紀美野 紀美野

菊
きく

池
ち

  佑
ゆう

磨
ま

［☎080－2441－5899］

しもつ

土
つち

谷
や

  賢
けん

太
た

郎
ろう

［☎090－8527－7228］

しもつ

吉
よし

田
だ

  侑
ゆう

生
き

［☎090-6066-0811］

しもつ

西
にし

本
もと

  祐
ゆう

基
き

［☎080－1430－5930］

しもつ

若
わか

宮
みや

  一
かず

晃
あき

［☎080－2480－1563］

南
みなみ

　敏
とし

男
お

［☎090－4030－9858］

田
た

中
なか

  昌
まさ

隆
たか

［☎080－1477－6902］
上
うえ

森
もり

  悠
ゆう

平
へい

［☎080－1477－6900］

海南 海南

北
きた

野
の

  英
ひで

基
き

［☎090－4030－1124］

所長  坂
さか

口
ぐち

  友
とも

洋
ひろ

［☎090－2707－0256］

海南

海南

紀美野

紀美野

しもつ

しもつ
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各
支
店
の
渉
外
担
当
者
及
び

 
　
　
外
務
員
担
当
者
を
紹
介
し
ま
す
！

□ 

海
南
東
支
店 

☎
０
７
３

－

４
８
７

－

０
３
０
０

□ 

海
南
西
支
店 

☎
０
７
３

－

４
８
２

－

３
２
１
５

□ 

し
も
つ
支
店 

☎
０
７
３

－

４
９
２

－

１
１
３
１

□ 

野
上
支
店 

☎
０
７
３

－

４
８
９

－

２
０
１
５

お問合せ先

渉外担当者は、日々組合員や地域の皆様のお宅を訪問し、その時期に応じた
貯金、ローン、共済商品などをご提案させていただいております。
皆様からの様々なご相談やご要望をお聞きして、生活の支援をいたします。

曽
そ

越
ごし

  祥
しょう

太
た

北
きた

畑
ばた

  喜
よし

寛
ひろ

森
もり

下
した

  剛
よし

博
ひろ

木
き

村
むら

  憲
けん

介
すけ

松
まつ

島
しま

  雅
まさ

嗣
し

大
おお

竹
たけ

  健
たけ

久
ひさ

野
の

崎
ざき

  貴
たか

嗣
つぐ

西
にし

谷
たに

  岳
たけ

大
ひろ

山
やま

本
もと

  隆
たか

史
し

甲
か

斐
い

  政
まさ

行
ゆき

彌
や

六
ろく

  佑
ゆう

尉
い

大
おお

方
かた

  友
とも

貴
き

保
やす

本
もと

  祥
よし

宏
ひろ

岩
いわ

城
き

  智
とも

也
や

西
にし

坂
さか

  和
かず

俊
とし

林
はやし

　克
かつ

哉
や

川
か

合
わい

  章
しょう

太
た

尾
お

崎
ざき

  友
とも

哉
や

黒
くろ

山
やま

  由
よし

英
ひで

木
き

本
もと

  侑
ゆう

希
き

大
おお

前
まえ

  元
もと

寿
かず

海
南
東
支
店

海
南
西
支
店

し
も
つ
支
店

お気軽に
ご相談ください!

野
上
支
店

外務員担当者
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■紀美野営農生活センター　TEL.495・2331　■野上サブセンター　TEL.489・2015　■海南営農生活センター　TEL.487・1935
■しもつ営農生活センター　TEL.492・1413　■とれたて広場　　　TEL.487・0900

人事異動のお知らせ
退　職 （令和7年3月付）

氏　　名 旧部署

黒﨑　美那 野上支店 依願退職

木村　　魁 海南営農生活センター 依願退職

村田　恭平 とれたて広場 依願退職

新規採用 （令和7年４月１日付）
氏　　名 部　　署

栗山　結衣 野上支店

山本　真子 海南西支店

浅見奈央子 海南営農生活センター

保本　祥宏 海南東支店

大石　智己 しもつ営農生活センター

異　動 （令和7年４月１日付）
氏　名 新部署 旧部署 摘要

東尾　勝司 しもつ営農生活センター　センター長 経済部　部長

山本　和生 地域本部　副本部長　金融共済部長兼務 総合企画部　部長

今西　正樹 本店　共済業務部　部長 金融共済部　部長

土井　利春
地域本部　副本部長
営農経済部長兼務

しもつ営農生活センター
センター長

栗山　信宏 総務部　部長　 しもつ支店　支店長

奧野　洋之 海南東支店　支店長 監査室　室長

山角　真文 しもつ支店　支店長 海南東支店　支店長

坂部　昌紀
本店　総合企画部　副部長
企画管理課長事務取扱

総合企画部付（課長待遇）

谷口　清誠 本店　営農部　生産振興課　品目統括
しもつ営農生活センター　
センター長代理

（課長待遇）

北山　浩章
紀美野営農生活センター
センター長

紀美野営農生活センター　
センター長代理

土田喜代光 海南営農生活センター
紀美野営農生活センター　
センター長

中道　良輔
営農経済部　営農販売課
とれたて広場　店長

海南営農生活センター
センター長代理

杉本　嘉章 本店　共済業務部　紀北事務センター　課長 金融共済部　共済課　課長

樋瀬　貴哉
紀美野営農生活センター
副センター長

経済部　営農販売課
とれたて広場　店長

赤尾　朋美 本店　総合企画部　総務課　副課長 総合企画部付（課長待遇） （課長待遇）

下村　友也 海南営農生活センター　副センター長 海南営農生活センター　係長

井上　　一 しもつ営農生活センター　副センター長 しもつ営農生活センター　係長

久保　雅則 本店　融資部　融資営業課 野上支店　係長 （副課長待遇）

森田　泰幸 本店　共済業務部　紀北事務センター 金融共済部　共済課　係長 （副課長待遇）

〆木　大介 本店　金融推進部　推進企画課　副課長 金融共済部　推進企画課　係長

上田　里未 総務部　総務課　副課長 総合企画部　総務課　係長

中西　知見 総務部　組合員課　副課長 総合企画部　総合企画課　係長

和田　紗弓 金融共済部　金融業務課　副課長 金融共済部　金融課　係長

西浦　悠介 営農経済部　営農販売課　副課長 経済部　営農販売課　係長

後和　寿年 金融共済部　金融業務課　主任 金融共済部　金融課　係長

北畑　喜寛 野上支店　主任 海南西支店　係長 渉外（副課長待遇）

曽越　祥太 海南東支店　主任 海南東支店　係長 渉外（副課長待遇）

木村　憲介 しもつ支店　主任 海南西支店　係長 渉外（副課長待遇）

森下　剛博 海南西支店　主任 しもつ支店　係長 渉外（副課長待遇）

野﨑　貴嗣 海南西支店　主任 海南西支店　係長 渉外

森脇　康夫 営農経済部　購買課　農機事業所　主任 海南東支店　係長

小川　明宏 わかやまローンセンター 金融共済部　金融課

中道　 朋子 海南西支店　主任 海南東支店

森下　由起 しもつ支店　主任 金融共済部　共済課

阪部　浩基 営農経済部　営農販売課　主任
経済部　営農販売課
とれたて広場　副店長

西　　惇之 しもつ営農生活センター　主任 しもつ営農生活センター　係長

土谷賢太郎 しもつ営農生活センター　主任 しもつ営農生活センター

氏　名 新部署 旧部署 摘要

森本　祐子 海南営農生活センター　主任 海南営農生活センター

東浦　明生 野上支店　主任 野上支店　

羽賀　亮太
金融共済部　金融共済推進課
安心サポーター

金融共済部　共済課

土橋　佑也
金融共済部　金融共済推進課
安心サポーター

金融共済部　共済課

井関　計人 海南西支店 野上支店

北本　宗久
紀美野営農生活センター
野上サブセンター

経済部　購買課　係長

西谷　岳大 しもつ支店 海南西支店 渉外

森下　佐代 野上支店 海南西支店

田中　正徳
営農経済部　営農販売課
とれたて広場　副店長

紀美野営農生活センター

大岩　理恵
本店　共済業務部
紀北事務センター

しもつ支店

林　　克哉 海南西支店 しもつ支店 渉外

田幡　和大 紀美野営農生活センター 海南営農生活センター

尾﨑　友哉 海南西支店 野上支店 渉外

釜中　麻実 金融共済部　金融共済推進課 海南西支店

時田　響子 本店　人事教育部　職員課 総合企画部　総務課

岡持　夏希 本店　金融事務部　事務指導課 海南西支店

木本　侑希 海南西支店 海南東支店 渉外

松尾　彰大 しもつ営農生活センター 海南西支店

岩城　智也 野上支店 海南西支店 渉外

大隅　文護 本店　販売部　果実販売課 経済部　営農販売課

奧野　祐輔
営農経済部　営農販売課
とれたて広場

しもつ営農生活センター

川村友里恵
本店　経営戦略室
広報地域対策課

海南西支店

田渕　麻美 しもつ支店 野上支店

渋谷　佳澄 本店　生活資材部　生活燃料課 しもつ営農生活センター

竹島　悠香 営農経済部　営農販売課 海南営農生活センター

金野　恵里 海南東支店 金融共済部　共済課

加藤千津子 本店　生産資材部　肥料農薬課 経済部　営農販売課

田岡　一加 しもつ支店 海南西支店

吉田　侑生 しもつ営農生活センター 紀美野営農生活センター

金野　恵里 海南西支店 しもつ支店

柳本　理菜 野上支店 金融共済部　共済課

川崎　慎司 総務部付 総合企画部　総合企画課

中家　里穂 総務部付 金融共済部　推進企画課

角　　巴那 海南西支店 野上支店

神谷　美佑 しもつ営農生活センター 総合企画部　総合企画課

宮尾　剛司 しもつ営農生活センター しもつ支店

谷口　泰史 本店　監査室 監査室 嘱託
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「マイル」が前さん家にやってきて6年。
名前は、娘さんが名付けました。
「マイル」は、昼寝が大好き。日々のんびり過ごしウト
ウト・・・。昼寝が趣味かもしれません。苦手なものは、
掃除機や雷など大きな音が大嫌い。趣味の昼寝も出来な
くなります。

前さんが農作業などから帰
宅したら、「マイル」とのお話
タイム。お話と言っても前さ
んの話しを聞いてくれて「マ
イル」は「うんうん。そうだ
ねー」と言っているようです。
しかし、抱っこをしようと
すると嫌がって逃げるそうです
（笑）。
前さんは「マイル」は「相

棒であり友達で大切な存在で
ある」と話しました。

マイル（6歳）

〇〇さん家
ち

のペット
～紀美野管内 「前 孝英」さん家～

梅雨入りは、沖縄、九州、四国……関東甲信、東北と、
南から順番にするのが平均的です。
ところが、年によっては太平洋高気圧が急に強まり、梅
雨前線が一気に北上し、そこから南下することもあります。
2019年は、九州南部が梅雨入りした後、東海、関東甲信、
北陸、東北と続き、遅れて、九州北部、中国、四国、近
畿が梅雨入りしました。1963年は、東海、関東甲信が5月
前半に梅雨入りし、その後中国、九州、東北と続きました。
梅雨入りの順番もバラバラで、5月の前半から天気がぐずつ
いていたことにも驚きます。
近年は、梅雨入り後も数日雨が

続いた後、晴天が1週間程度続くなど、
めりはりのある天候になることが多く、
梅雨入りや梅雨明けの判断も難しく
なっています。
今年の梅雨はどのようになるので

しょうか。いずれにしても梅雨入り
の発表は大雨の季節に入った合図
です。災害への備えを確認しましょう。

いろいろな梅雨入り

お天気カレンダー
気象予報士

檜山 靖洋

たけのこのきんぴら

女性会の台所Wom
en's Association Kitchen

［担 当］
仁義加茂支部 今月の

おすすめ一品
～たけのこ編～

たけのこのきんぴらは時短で作れるのでぜひ作ってみてください。

仁義加茂支部はフラワーアレンジやかご作りなど楽しく活動を行って

います。ぜひ気軽に参加してください。

【お問合せ先】
しもつ営農生活センター ☎073－492－1413

□たけのこ（水煮）....２００ｇ
□にんじん ...............１/４本
□唐辛子（輪切り）........適量
□白ごま........................少々
□木の芽......................適量
□ごま油 .................小さじ１
・しょうゆ ............大さじ２　
・みりん...............大さじ２　
・砂糖..................大さじ１　
・塩...........................少々　

材料（2人分）
タケノコの水煮の穂先は繊維に沿って縦に
５ｍｍ幅に切り、根本は５ｍｍ幅のいちょう
切りにします。にんじんは千切りにします。

フライパンにごま油を入れ中火で熱し、唐辛
子、たけのこ、にんじんを炒めます。２～３
分炒めたらⒶの調味料を加えて炒め合わせ
ます。

器に盛り、白ごま、木の芽をちらし出来上がり。

作り方

1

2

3Ⓐ

＊＊＊女性会仁義加茂支部より一言＊＊＊

　～次回の「とれたて広場の1品」は “グリーンピース” です。女性会海南支部がご紹介します！～
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